
市 議 会 だ よ り 第２６３号（3） 2024年（令和６年）２月10日

　12 月定例会では、８つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の名称、発言順及

び発言時間は次のとおりです。

　日本共産党（98 分）、創生市川（166 分）、公明党（166 分）、チームいちかわ（81 分）、清風いちかわ（98

分）、自由民主の会（81 分）、市民クラブ（98 分）、市川維新の会（81 分）

※２次元コードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。

た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

こ
の
調
査
に
よ
り
、
各
便
の
乗

車
人
数
や
停
留
所
の
利
用
状
況

を
調
べ
、
乗
車
人
数
の
多
い
区

間
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
乗

客
の
利
用
目
的
や
利
用
頻
度
な

ど
を
分
析
し
、
か
つ
既
存
の
路

線
バ
ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
た
上
で
、
既
存
の
南
部
ル
ー

ト
の
運
行
計
画
の
変
更
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

わ
ら
ぬ
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
話
も
聞
く
。
そ
こ
で
、

両
者
の
業
務
内
容
に
係
る
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ

い
て
は
、
非
正
規
雇
用
の
労
働

者
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
責

任
の
程
度
を
含
め
て
同
一
の
業

務
内
容
で
あ
れ
ば
、
同
一
の
賃

金
を
支
給
す
る
も
の
と
認
識
し

住
民
へ
の
説
明
会
を
行
う
べ
き

だ
が
、
そ
の
予
定
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
が

説
明
会
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答　
同
法
は
、
安
全
保
障
上
重

要
な
施
設
や
国
境
離
島
等
の
機

能
を
阻
害
す
る
土
地
・
建
物
の

利
用
を
防
止
す
る
法
律
で
あ
り
、

国
が
重
要
施
設
の
周
辺
や
国
境

離
島
等
を
注
視
区
域
な
ど
に
指

定
し
た
上
で
、
区
域
内
の
土
地

等
の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
、

機
能
阻
害
行
為
の
中
止
な
ど
の

勧
告
・
命
令
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
同
法
の
運
用
は
、
国
が
直

接
行
う
こ
と
か
ら
、
本
市
が
周

辺
住
民
な
ど
に
対
し
て
説
明
会

を
行
う
予
定
は
な
い
が
、
同
法

の
概
要
や
国
の
問
い
合
わ
せ
先

問　
本
市
に
空
家
対
策
課
及
び

空
家
対
策
推
進
参
与
が
設
置
さ

れ
て
以
降
、
初
め
て
の
空
家
等

対
策
協
議
会
が
、
令
和
５
年
11

月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
。
協
議

会
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
の
か
。

答　
協
議
会
で
は
、
空
家
等
対

策
の
推
進
に
係
る
新
制
度
な
ど

を
議
題
と
し
、
補
助
制
度
の
新

設
・
拡
大
案
、（
仮
称
）
空
家

活
用
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
及

び
空
家
法
改
正
に
伴
う
空
家
等

管
理
活
用
支
援
法
人
の
指
定
の

３
点
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら

意
見
を
聴
取
し
た
。
聴
取
し
た

意
見
な
ど
は
、
新
制
度
や
今
後

の
空
家
対
策
の
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
法
改
正
に
伴

う
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な

基
準
を
設
定
で
き
る
ま
で
は
、

当
面
行
わ
な
い
方
針
と
し
た
。

を
市
の
広
報
紙
や
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。

て
い
る
。
本
市
の
業
務
内
容
で

比
べ
る
と
、
会
計
年
度
任
用
職

員
は
主
に
定
型
的
、
補
助
的
業

務
を
担
っ
て
お
り
、
正
規
職
員

と
責
任
の
程
度
、
業
務
の
範
囲
、

災
害
発
生
時
の
対
応
の
有
無
な

ど
に
違
い
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
正
規
職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
仕

事
は
一
概
に
同
一
と
は
言
い
難

く
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
反

す
る
状
態
で
は
な
い
と
考
え
る
。

よ
り
駐
車
場
の
台
数
に
制
限
が

あ
る
が
、
社
員
寮
の
判
断
基
準

に
つ
い
て
、
市
は
ど
う
定
義
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
工
事
完
了

後
に
建
物
用
途
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
の
市
の
対
応
を
問
う
。

答　
同
条
例
で
は
、
社
員
寮
の

定
義
は
定
め
て
お
ら
ず
、
審
査

の
段
階
で
社
員
寮
か
確
認
す
る

た
め
、
駐
車
需
要
の
制
限
に
関

す
る
申
入
書
兼
誓
約
書
や
賃
貸

借
契
約
書
兼
重
要
事
項
説
明
書

の
写
し
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

社
員
寮
と
判
断
し
て
い
る
。
社

員
寮
の
定
義
は
、
今
後
、
近
隣

市
を
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

ま
た
、
工
事
完
了
後
に
建
物
用

途
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
に
確
認
を
行

い
、
報
告
を
求
め
る
な
ど
、
適

切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

市
指
定
文
化
財
を
未
来
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
市
の
役
割
を
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
市
は
文
化
財
所

有
者
等
に
対
す
る
、
そ
の
保
護

と
管
理
に
関
す
る
支
援
方
法
を

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
検
討
の
結
果
、
市
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
い
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
文
化

財
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　
愛あ

た

ご宕
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
の

よ
う
な
巨
樹
は
、
枝
葉
が
電
線

に
か
か
る
な
ど
、
日
常
的
な
管

理
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
。
指
定
文
化
財
の
う

ち
、
建
築
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、

日
常
的
な
管
理
で
対
応
で
き
な

い
修
繕
に
関
し
補
助
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
樹
木
に
つ
い

て
も
同
様
に
補
助
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
所

有
者
等
の
高
齢
化
に
よ
り
日
常

的
な
管
理
が
難
し
い
場
合
に
人

的
な
支
援
な
ど
が
で
き
る
よ
う

具
体
的
に
調
整
を
進
め
て
い
く
。

指
定
文
化
財
の
活
用
に
関
し
て

は
、
他
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

と
共
に
紹
介
す
る
動
画
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
す
る
こ
と
で
、

若
い
世
代
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
実
際
に
行
き
た
く
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
も
検
討
す
る
。

問　
令
和
５
年
２
月
定
例
会
で
、

南
部
ル
ー
ト
の

検
証
実
験
運
行

会
計
年
度

任
用
職
員

重
要
土
地
等

調

査

法

空

家

等

対
策
協
議
会

八
幡
５
丁
目

共
同
住
宅

文
化
財
の
保
護

・
管
理
・
活
用

問　
行
徳
地
域
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
関
し

て
は
、
既
存
の
南
部
ル
ー
ト
と

は
別
に
、
令
和
６
年
２
月
か
ら

１
年
間
、
新
た
に
二
つ
の
ル
ー

ト
を
設
け
て
検
証
実
験
運
行
を

実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
検
証
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
検
証
実
験
運
行
の
期
間
中

は
、
新
た
に
設
け
る
二
つ
の
ル

ー
ト
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る

問　
本
市
の
正
規
職
員
と
会
計

年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
平

均
年
間
給
与
に
大
き
な
格
差
が

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
一

労
働
同
一
賃
金
が
満
た
さ
れ
て

い
れ
ば
格
差
に
も
納
得
感
が
あ

る
が
、
実
際
は
正
規
職
員
と
変

問　
令
和
４
年
９
月
、
重
要
土

地
等
調
査
法
が
全
面
施
行
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
概

要
を
問
う
。
ま
た
、
現
在
、
国

は
同
法
に
基
づ
き
第
３
回
目
の

「
注
視
区
域
」
な
ど
の
指
定
作

業
を
進
め
て
お
り
、
陸
上
自
衛

隊
松
戸
駐
屯
地
の
周
辺
が
注
視

区
域
の
指
定
候
補
と
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
松
戸
市
と
の
市
境

に
お
い
て
本
市
の
一
部
も
そ
の

候
補
と
な
っ
た
。
本
来
、
国
が

問　
八
幡
５
丁
目
の
建
築
物
は
、

当
初
、
共
同
住
宅
と
さ
れ
て
い

た
が
、
途
中
か
ら
社
員
寮
に
変

更
さ
れ
た
。
本
市
の
宅
地
開
発

条
例
で
は
、
建
築
物
の
用
途
に

清
風
い
ち
か
わ

竹
内
　
清
海

青〔
補
足
質
問
者
〕

山
ひ
ろ
か
ず

石
原
み
さ
子

松〔
総
括
質
問
者
〕

永
　
鉄
兵

市
民
ク
ラ
ブ

中
町
　
け
い

つ
ち
や
正
順

に〔
総
括
質
問
者
〕

し
む
た
勲

石
崎
ひ
で
ゆ
き

日
本
共
産
党

清
水
み
な
子

や〔
総
括
質
問
者
〕

な
ぎ
美
智
子

と
く
た
け
純
平

廣
田
　
德
子

愛宕神社のイチョウ

空家等の適切な管理や有効活用の検討を

誰もが納得して働ける環境の整備を


